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氷川町キャッチフレーズ 【大地の恵み歴史の香り氷川町】

避難準備、早めの対処を

2016 No.130

夏、始まりました。



No.130 8月号

ひかりん

No.130 8月号

ひかりん

広報ひかわ 2016.8 2

～
避
難
準
備
、

　
　
　
早
め
の
対
処
を
～

2

3

4

6

9

10

11

12

13

14

15

16

22

23

24

もくじ

大雨情報

すくーるらいふ（竜北中学校）

まちのトピックス！
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ひかわスポーツクラブだより！！
／八火図書館だより

けんこうだより

こころの健康コーナー
／認知症キャラバンメイトだより

立神峡だより
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伝言板／ひとのうごき／氷川町の火災・救急件数

8月カレンダー

ひかわっ子写真館/編集後記

1
、2
、3

…
…
水
嵩
が
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れ
る
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っ
た
立
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崩
れ
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溢
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な
水
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中
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C o n t e n t s

　初夏の水田は田植えのため水が張られ、当たりの景色を鏡面のように写し
ます。苗が植えられ、広大な水田に青 と々繁る様子は日本の夏の風物詩です。

（7月15日撮影　中網道）

　
７
月
の
第
２
週
か
ら
３
週
目
に
か
け
て
大
雨
が
降
り
、

氷
川
町
に
お
い
て
も
土
砂
崩
れ
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

地
震
の
影
響
に
よ
り
、土
砂
災
害
が
起
こ
り
や
す
く
な
っ

て
お
り
、普
段
よ
り
も
低
い
基
準
で
警
報
が
掛
か
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
広
報
誌
に
お
い
て
も
６
月
号（
Ｐ
９
）、７
月
号（
Ｐ
２
～

３
）に
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。今
一
度
ご
確
認
の
う
え
備

え
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
雨
情
報

1
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質疑・応答

TRY

執行部の取組

AAA

すくーる
　らいふ
school life
（竜北中学校）

生 徒 総 会

生徒会を中心にボランティア活動

　5月27日（金）に生徒総会が行われ、本年度の生徒会の取組が決
まりました。
　最初に執行部より生徒会テーマ「TRY」が発表されました。「TRY」
は、”挑戦する”という意味で、「竜北中生徒が諦めず何事にも挑戦
する心を大切にし、いろんな事に積極的に取り組むことで活気のあ
る学校を作り上げよう」という決意が込められています。
　そして重点的取組である「AAA」の説明がありました。

「AAA」に積極的に「TRY」することで、竜中生としての誇りがさらに
高まればと思いました。その後、各専門委員会の年間計画や執行部
の取り組みが発表され、活発な質疑・応答が行われました。 8つの
委員会（学習・給食・広報・生活・体育・図書・保健・人権）と執行部が
工夫ある活動・自主的な活動をすることによって、自分たちの学校
生活を自分たちで豊かなものにしていくことを目指します。力を合
わせて竜北中学校をさらに素晴らしい学校にしていきます。

　6月から、生徒会が企画運営するボランティア活動（あいさつ運動＋アルミ缶回収＋周辺の清掃活動）がスタート
しました。毎月第一週の火・水・金に実施予定で、6月は7日（火）・8日（水）・10日（金）に実施しました。7：30集合時、
生徒会長から話があり、活動がスタート。8：00終了・集合時にも、気づきなどの話があり、生徒会のリード・活躍が光
ります。6月はあいさつ運動と周辺の清掃を吹奏楽部が担当しました。元気な声での挨拶が交わし合えると、もっと
気持ち良く素敵です。アルミ缶を一人一個でも持って来て参加したいものです。

AAAとは?
①あいさつ　　～あいさつの飛び交う学校に～ 
②ありがとう　～感謝の気持ちを持って生活～ 
③あたりまえ　～あたりまえの行動を～
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ひまわり運動

芸術鑑賞「ＭＩＣＡ　トークライブ」

中体連大会、頑張りました！

　生徒会で取り組んでいる「ひまわり運動」。震災復興のリ
レー（東北→熊本）で被災地に元気を与えてきたひまわりが
芽を出しましたので、定植しました。各クラスからボランティ
アが集まり作業しました。少しずつ大きくなる姿にうれしさを
感じる今日この頃です。体育館横駐輪所裏にあります。

　6月30日（木）に芸術鑑賞が行われました。熊本を中心に活躍されて
いるシンガーソングライターのMICAさんのトークライブでした。盛り
上がる曲や聴かせる曲などメリハリをつけながら、一緒に歌ったり跳
んだりしました。また、震災後の活動の話や「叶う」という歌ができた
エピソードや思いなども、話していただきました。感想では、
◦歌うことがスキになりました。・歌を聴いて元気になりました。
◦失敗を恐れず、何事にもチャレンジしたい。・みんなを笑顔にさせて
もらった。
◦夢や希望を持つことは大切なことだと思った。
◦初めてのライブで、とても楽しかった。
などがありました。みんなへ元気や夢や希望を与えてくださった芸術
鑑賞会となりました。

　6月25日（土）・26日（日）に2、3年生にとって最後の中体連
大会が行われました。バスケットボールは、2日間、竜北中学
校で戦いました。決勝戦では、八代二中に対して、最大16点
差をつけられ、追いかける展開でした。最後まであきらめず、戦い続けて、残り1分をきって逆転、そして、1点差で勝
利することができました。（県大会出場）
　また、7月2日（土）に行われた硬式テニスでも、3位に入賞し、県大会出場を決めました。
　どの競技でも、必死に最後まであきらめない戦いができたのではないでしょうか。ほとんどの部活が3年生から2
年生へと交替していきます。2年生がリーダーとして頑張る機会が増えます。3年生の頑張りを引き継ぎ、さらに発展
させていきましょう。
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花
の
魅
力
に
ふ
れ
よ
う

花
育
活
動
～
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
～

　
７
月
１
日
、宮
原
小
学
校
に
お
い
て
、１
・

２
年
生
を
対
象
に
、花
育
活
動
の
一
環
で
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
来
な
ら
ば
、５
月
に
ヒ
マ
ワ
リ
の
種
ま
き

を
行
い
、収
穫
し
て
の
作
業
と
な
る
と
こ
ろ
、

熊
本
地
震
の
影
響
に
よ
り
、フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
花
き
協
会
八
代
支
部
の
皆
さ
ん
に
よ
り
、

氷
川
町
産
の
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ
と
ス
タ
ー
チ

ス
が
準
備
さ
れ
、児
童
ら
は
、講
師
の
指
導

の
も
と
、個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
を
完
成
さ
せ

ま
し
た
。き
れ
い
に
飾
り
付
け
ら
れ
た
完
成

品
は
、家
族
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

町
の
復
興
に
役
立
て
て
と

区
長
会
か
ら
災
害
見
舞
金

　
６
月
15
日
、氷
川
町
区
長
会（
会
長 

本

田
博
文
立
神
区
長
）よ
り
熊
本
地
震
で
の

町
の
復
興
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、災
害
見

舞
金
と
し
て
20
万
円
を
町
に
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
氷
川
町
区
長
会
は
、町
内
の
39
行
政
区

42
人
の
区
長
さ
ん
の
会
で
、町
行
政
と
の
パ

イ
プ
役
で
あ
る
各
区
長
さ
ん
た
ち
の
親
睦

と
融
和
を
図
る
こ
と
目
的
に
組
織
さ
れ
て

い
ま
す
。今
回
、６
月
10
日
に
全
区
長
さ
ん

が
集
ま
っ
た
際
に
、町
の
復
興
支
援
に
役
立

て
て
い
た
だ
こ
う
と
意
見
が
ま
と
ま
り
、本

田
博
文
会
長
、緒
方
英
雄
副
会
長
、永
田

徳
明
副
会
長
、木
野
武
盛
副
会
長
の
４
人

よ
り
藤
本
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
藤
本
町
長
は「
町
の
復
興
に
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」と
お
礼
を
述
べ
ま

し
た
。

名
誉
賞
受
賞
！
早
川
さ
ん
夫
妻

第
65
回
全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
大
会

　
６
月
30
日
、大
阪
市
で
第
65
回
全
国
農

業
コ
ン
ク
ー
ル
が
開
催
さ
れ
、早
川
猛
さ

ん
、克
美
さ
ん
夫
妻（
北
鹿
野
）が
、名
誉
賞

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。高
品
質
な
畳
表
を
製

織
す
る
技
術
を
評
価
さ
れ
て
の
受
賞
で
す
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、地
域
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
農
業
者
が
実
績
を
発
表

し
、先
進
的
、創
造
的
な
者
が
表
彰
さ
れ
ま

す
。早
川
さ
ん
夫
妻
は
地
震
に
よ
り
、当
初

は
出
場
を
辞
退
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、い
ぐ
さ
を
手
が
け
る
仲
間
に「
こ
ん

な
時
こ
そ
、明
る
い
話
題
を
」と
励
ま
さ
れ
、

出
場
を
決
意
さ
れ
ま
し
た
。

　「
こ
れ
か
ら
も
い
ぐ
さ
栽
培
加
工
技
術

を
継
承
し
て
い
き
、畳
表
の
需
要
拡
大
に
つ

な
げ
た
い
」と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
生
活
新
た
に
ス
タ
ー
ト

ふ
れ
あ
い
大
学
開
講
式

　
６
月
24
日
、氷
川
町
公
民
館
に
お
い
て
、

平
成
28
年
度
ふ
れ
あ
い
大
学
開
講
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
ふ
れ
あ
い
大
学
は
、高
齢
者
の
生
き
が
い

と
豊
か
な
社
会
生
活
を
築
く
こ
と
を
目
的

と
し
た
講
座
で
、年
10
回
の
活
動
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　
記
念
公
演
で
は
、熊
本
を
中
心
に
活
躍

す
る
家
族
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団「
天
然
木
」

に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
劇
の「
ど
け
い
く
な
」、

古
典
落
語
で
も
有
名
な「
死
神
」の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
劇
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
笑
い
あ
り
、感
動
あ
り
の
ス
テ
ー
ジ
に
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

▲上手にできたかな?

▲賞状を持つ早川さん夫婦

▲ミュージカルに受講生も注目

▲町の復興のために
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〈
低
学
年
の
部
〉

優
　
勝
　
早
尾
子
ど
も
会

準
優
勝
　
新
村
子
ど
も
会

〈
高
学
年
の
部
〉

優
　
勝
　
下
鹿
島
子
ど
も
会

準
優
勝
　
下
宮
子
ど
も
会

第
11
回
氷
川
町
子
ど
も
会
球
技
大
会

　
７
月
10
日
竜
北
体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、第
11
回
氷
川
町
子
ど
も
会
球
技
大
会

（
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
）が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
各
地
区
の
子
ど
も
会
が
集
ま
り
、体
力

づ
く
り
と
友
情
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
大
会
で
、低
学
年
の
部（
１
～
３
年

生
）、高
学
年
の
部（
４
～
６
年
生
）、審
判

に
は
竜
北
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
部
が
、大

会
運
営
に
は
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
が
携
わ

り
、２
０
０
人
ほ
ど
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。

　
予
選
か
ら
１
点
を
争
う
好
ゲ
ー
ム
が
展

開
さ
れ
、元
気
い
っ
ぱ
い
に
ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
観
る
保
護
者

の
応
援
に
も
熱
が
入
り
、笑
顔
あ
ふ
れ
る

賑
や
か
な
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

18
歳
か
ら
の
選
挙

第
24
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　
７
月
10
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
た
参
議

院
議
員
選
挙
の
期
日
前
投
票
に
お
い
て
、

横よ

こ

い井
瑠る

な奈
さ
ん（
新
田
）が
一
票
を
投
じ
氷

川
町
内
で
一
番
目
の
18
歳
投
票
者
に
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
の
選
挙
か
ら
選
挙
年
齢
が
18
歳
に

引
き
下
げ
ら
れ
て
お
り
、各
報
道
に
お
い
て

も
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　
横
井
さ
ん
は「
学
校
の
帰
り
に
お
母
さ

ん
と
一
緒
に
き
ま
し
た
」と
話
さ
れ
、通
わ

れ
て
い
る
学
校
に
お
い
て
も
、翌
日
は
選
挙

の
授
業
が
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
今
後
若
い
方
た
ち
が
、政
治
に
関
心
を

持
ち
、投
票
率
が
向
上
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

被
災
者
に
安
心
を

応
急
仮
設
住
宅
完
成

　
熊
本
地
震
に
よ
り
住
居
に
大
き
な
被

害
を
受
け
た
方
の
居
住
の
安
定
を
図
る
た

め
、野
津
仮
設
団
地
14
戸
、鹿
島
仮
設
団

地
14
戸
が
完
成
し
、７
月
８
日
よ
り
入
居

を
開
始
し
ま
し
た
。

　
建
物
は
木
造
平
屋
建
て
で
、室
内
に
は

よ
り
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
居
住
で
き
る
よ
う
に

と
全
て
熊
本
県
産
の
畳
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
入
居
期
間
は
、最
長
２
年
間
で
あ
り
、被

災
者
の
皆
さ
ま
方
の
生
活
再
建
の
支
援
と

な
り
ま
す
。

　
現
在
、建
設
中
の
島
地
仮
設
団
地
に
つ
い

て
は
、８
月
中
旬
の
完
成
予
定
で
、抽
選
会

に
よ
り
、11
世
帯
の
入
居
が
決
定
し
て
い
ま

す
。

▲高学年の部優勝・下鹿島子ども会 ▲低学年の部優勝・早尾子ども会

▲大会の風景

▲18歳。初めての選挙

▲生活再建へ向けて
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出
場
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

～
激
励
会
～

【
大
会
名
】

　
第
39
回
全
日
本
空
手
道
連
盟
剛
柔
会

　
九
州
・
沖
縄
地
区
空
手
道
選
手
権
大
会

【
出
場
選
手
名
】

　
濱は

ま
な
か中

　
蒼そ
う
す
け介（
沖
塘
）　
竜
西
小
１
年

【
大
会
名
】

　
第
31
回
九
州
ク
ラ
ブ
ユ
ー
ス
サ
ッ
カ
ー

　
選
手
権（
Ｕ
15
）大
会

【
出
場
選
手
名
】

　
浜は

ま
だ田

　
駿す
ぐ
る（
立
石
）　
竜
北
中
２
年

【
大
会
名
】

　
第
43
回
九
州
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス

　
選
手
権
大
会

　（
12
歳
以
下
女
子
ダ
ブ
ル
ス
）

【
出
場
選
手
名
】

　
梅う

め
だ田

　
菜な

な

か
々
花（
栫
）　
宮
原
小
５
年

【
大
会
名
】

　
第
40
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

　（
日
本
音
楽
部
門
）

【
出
場
選
手
名
】写
真
右
か
ら

　
蔦つ

た
も
と本

　
伊い

お

り
緒
里（
東
上
宮
）

　
　
八
代
白
百
合
学
園
高
等
学
校
３
年

　
早は

や
か
わ川

　
実み
ゆ
う裕（
北
鹿
野
）

　
　
八
代
白
百
合
学
園
高
等
学
校
３
年

　
※
琴
で
出
場
さ
れ
ま
す
。

【
大
会
名
】

　
第
３
回
全
国
高
等
学
校

　
７
人
制
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

【
出
場
選
手
名
】写
真
右
か
ら

　
藤ふ

じ
も
と本

　
裕ゆ
う
た汰（
新
村
南
）

　
　
　
　
　
　
　
九
州
学
院
高
校
２
年

　
今い

ま
だ田

　
凌り
ょ
う
た太（
新
村
南
）

　
　
　
　
　
　
　
九
州
学
院
高
校
２
年

　
松ま

つ
も
と本

　
龍り
ゅ
う
と斗（
原
　
田
）

　
　
　
　
　
　
　
九
州
学
院
高
校
３
年

　
髙た

か
た田
宗そ
う
い
ち
ろ
う

一
郎（
下
　
宮
）

　
　
　
　
　
　
　
九
州
学
院
高
校
３
年
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１
．趣
　
旨

①
町
民
の
人
権
に
つ
い
て
の
意

識
を
高
め
ま
す
。

②
応
募
作
品
の
展
示
や
発
表
を

通
し
て
、町
民
へ
の
人
権
啓
発

を
図
り
ま
す
。

２
．主
　
催

　
氷
川
町
人
権
啓
発
推
進
協
議
会

３
．対
　
象

①
児
童
・
生
徒
の
部

氷
川
町
内
の
小
学
校
、中
学
校

に
通
学
し
て
い
る
児
童
生
徒

②
一
般
の
部

①
を
除
く
氷
川
町
に
お
住
い

の
方

４
．周
　
知

　【
児
童
・
生
徒
の
部
】

　
各
学
校
へ
募
集
案
内

　【
一
般
の
部
】

　
町
広
報
誌
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

５
．作
品
の
内
容

　〈
人
権
に
関
す
る
内
容
〉

①
部
落
差
別
と
人
権
、子
ど
も

と
人
権
、障
が
い
者
と
人
権
、

高
齢
者
と
人
権
、女
性
と
人

権
、い
じ
め
問
題
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
。

②
命
の
尊
さ
や
大
切
さ

　（
戦
争
と
平
和
、環
境
な
ど
）。

③
く
ら
し
や
身
の
回
り
の
体
験

や
出
来
事（
学
校
・
家
庭
・
地

域
の
こ
と
な
ど
）。

④
自
分
の
進
路
、生
き
方

⑤
男
女
で
築
く
豊
か
な
社
会

⑥
そ
の
他

６
．応
募
部
門

　
人
権
に
関
す
る
作
品
で
未
発
表

の
も
の
、１
人
各
部
門
を
通
じ
て

１
点
の
み
に
限
り
ま
す
。

７
．応
募
期
限
と
提
出
先

　
応
募
期
限
９
月
２
日（
金
）（
厳
守
）

　
提
出
先
　

　
　
氷
川
町
役
場 
総
務
課

８
．審
　
査

①
各
部
門
か
ら
各
学
年
・
一
般

３
点
ず
つ
選
出
し
、入
選
作

品
と
し
ま
す
。（
た
だ
し
、入

選
作
品
が
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。）

②
入
選
作
品
か
ら
各
部
門
で
各

学
年
・
一
般
１
点
を
優
秀
作

品
と
し
て
選
出
し
、残
り
の

作
品
を
佳
作
と
し
ま
す
。

③
優
秀
作
品
者
に
は
、記
念
品

を
贈
り
表
彰
し
ま
す
。

④
全
応
募
者
に
参
加
賞
を
贈
呈

し
ま
す
。（
た
だ
し
、こ
の
応

募
実
施
要
項
を
満
た
す
応
募

者
に
限
り
ま
す
）。

⑤
原
則
と
し
て
、応
募
作
品
は

返
却
し
ま
せ
ん
。た
だ
し
、学

校
経
由
の
応
募
作
品
に
つ
い

て
は
、学
校
を
経
由
し
て
年

度
末
ま
で
に
返
却
し
ま
す
。

９
．作
品
の
発
表
お
よ
び
使
用

　
入
選
作
品
は
、次
の
と
お
り
、人

権
啓
発
に
関
す
る
広
報
な
ど
に
お

い
て
、発
表
お
よ
び
使
用
し
ま
す
。

①
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

②
各
小
中
学
校
お
よ
び
人
権
啓

発
集
会
や
講
演
会
会
場
な
ど

で
の
展
示

③
懸
垂
幕
、看
板
、の
ぼ
り
な
ど

で
の
掲
示

※
な
お
、応
募
作
品
の
著
作
権

は
、主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

発
表
お
よ
び
使
用
す
る
際
に

原
案
を
編
集
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

10
．作
品
の
応
募
に
つ
い
て

《
児
童
・
生
徒
の
部
》

　
応
募
に
つ
い
て
は
、各
学
校
を

通
し
て
の
応
募
と
な
り
ま
す
。

《
一
般
の
部
》

◆
応
募
方
法

◦
作
品
に
は
住
所
、氏
名
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。標
語
・
書

道
作
品
の
場
合
は
、表
面
に
、

ポ
ス
タ
ー
作
品
の
場
合
は
、

裏
面
に
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

※
氏
名
は
提
出
さ
れ
た
表
記
で

発
表
し
ま
す
。

◆
注
意
事
項

◦
氏
名
を
発
表
し
ま
す
の
で
、

匿
名
、仮
名
作
品
は
認
め
ま

せ
ん
。

◦
作
品
に
つ
い
て
は
人
権
を
侵

さ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
、確

認
の
上
、推
敲
お
よ
び
清
書

し
、そ
の
ま
ま
載
せ
て
よ
い
状

態
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
応
募
先
】

　
総
務
課 

行
政
係

　
☎
52
・
７
１
１
１

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
52
・
３
９
３
９
　

【お問い合わせ先】

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

「
氷
川
町
人
権
啓
発
作
品
」募
集

①標　　語 Ａ４サイズの用紙に記入

②書　　道

「じんけん」「人権」「人権啓発」など（必
ず清書用紙）「差別をなくそう」など（必
ず小型条副用紙）
※題名以外でも人権に関するものであ
れば可

③ポスター 四つ切サイズ
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◆
検
査
日
　
８
月
17
日
㈬

◆
検
査
受
付
時
間
・
場
所

　
①
10
時
～
11
時
30
分

　
氷
川
町
役
場
裏
庁
用
車
駐
車
場

　
②
13
時
～
15
時

　
宮
原
体
育
館
駐
車
場

◆
持
参
す
る
物

　
計
量
器（
質
量
計
な
ど
）

　
手
数
料
２
５
０
円
～
２
２
０
０
円

◆
検
査
対
象
計
量
器

　（
取
引
ま
た
は
証
明
）

◦
商
店
な
ど
で
商
品（
精
肉
、鮮
魚
、

青
果
、総
菜
な
ど
）の
売
買
に
使
用

す
る
は
か
り

◦
病
院
、薬
局
な
ど
で
使
用
し
て
い
る

調
剤
用
の
は
か
り

◦
学
校
、病
院
、保
育
園
な
ど
で
使
用

し
て
い
る
体
重
測
定
用
の
は
か
り

◦
農
協
、漁
協
な
ど
流
通
物
資
の
集

荷
、出
荷
な
ど
に
使
用
す
る
は
か
り

◦
農
業
、漁
業
な
ど
の
生
産
者
が
、生
産

物
な
ど
の
売
買
に
使
用
す
る
は
か
り

◦
宅
配
な
ど
運
送
業
者
ら
が
貨
物
の

運
賃
算
出
用
に
使
用
す
る
は
か
り

Ｑ
な
ぜ
検
査
が
必
要
な
の
？

　
計
量
器
は
、生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
使
用
さ
れ
て
い
て
、消
費
者
と
の
関
わ

り
が
深
い
と
言
え
ま
す
。そ
の
た
め
、目

的
に
応
じ
た
正
確
性
を
も
っ
て
計
量
が

実
施
さ
れ
る
よ
う
、定
期
検
査
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

Ｑ
家
庭
用
マ
ー
ク
の
あ
る
計
量
器
は
？

　
次
の
家
庭
用
マ
ー
ク
の
あ
る
計
量
器

は
、一
般
生
活
に
使
用
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、検
査
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。（
取
引

ま
た
は
証
明
に
使
用
し
て
は
い
け
な
い
）

は
か
り
な
ど
の
定
期
検
査
を
忘
れ
ず
に

計
量
器
の
定
期
検
査

　
取
引
や
証
明
に
使
用
す
る
計
量
器
は
、計
量
法
第
19
条
の
規
定
に
よ
り
２
年
に
１
回

の
定
期
検
査
を
受
け
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
氷
川
町
で
は
、次
の
日
程
で
検
査
を
行
な
い
ま
す
の
で
、該
当
す
る
計
量
器
を
お
持
ち

の
人
は
受
検
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

定期検査対象計量器分類図（質量計）（下記は通常のものですが型式能力により多少の相違はあります）

種　類 手 数 料

てんびん 600円

種　類 手 数 料

棒はかり 250円

種　類 手 数 料

直線目盛 250円

種　類 手 数 料

等比皿手動はかり 600円

種　類 手 数 料

手　動

はかり量100kg以下 500円

はかり量250kg以下 900円

はかり量500kg以下 1,500円

不等比 500円

おもり（5個） 50円

分銅（5個） 50円

種　類 手 数 料

電気式

はかり量100kg以下 1,400円

はかり量250kg以下 1,800円

はかり量500kg以下 2,200円

種　類 手 数 料

指　示

はかり量100kg以下 500円

はかり量250kg以下 900円

はかり量500kg以下 1,500円

種　類 手 数 料

手動指示併用はかり 550円

【お問い合わせ先】 宮原振興局　商工観光課　☎62-2315（直通）　(社)熊本県計量協会　☎096-367-7816
熊本県産業技術センター計量検定グループ　☎096-368-2101
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心と体の健康づくり ひかわスポーツクラブだより!!

教室情報

新 刊 図 書

開館時間
平　日　10時～18時　木曜日　10時～20時
土日曜　10時～17時
休館日
月曜・祝日
貸出冊数
図書5冊：2週間　雑誌2冊：5日
※詳しくはスタッフにお尋ねください。

【お問い合わせ先】
八火図書館　☎62-3489　
http://www.hikawa-lib.jp/info/hakka/

　
ク
ラ
ブ
は
夏
恒
例
行
事
「
サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン

ジ
ス
ク
ー
ル
」
が
始
ま
り
小
学
生
の
夏
の
様
々

な
体
験
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。
子
供
達

が
生
き
生
き
と
活
動
で
き
る
よ
う
に
、
８
月
も

体
験
活
動
て
ん
こ
盛
り
で
思
い
出
を
作
っ
て
い

き
ま
す
。

夏
休
み

　図
書
館
へ
行
こ
う
！ 

　
図
書
館
は
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
自

由
に
読
み
た
い
本
を
選
べ
る
場
所
で
す
。

　
長
い
休
み
が
あ
る
こ
の
時
期
、小
学
生
の

皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
大
人
の
皆
さ
ん
も
八

火
図
書
館
で
お
気
に
入
り
の
一
冊
が
見
つ
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。長
編
小
説
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

夏
休
み
の
宿
題
に
役
立
つ
本
が
あ
り
ま
す
。

　
自
由
研
究
や
工
作
な
ど
、夏
休
み
の
宿
題

や
調
べ
も
の
に
役
立
つ
本
・
図
鑑
が
あ
り
ま

す
の
で
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、読
書
感
想
文
課
題
図
書
、読
書
感

想
画
指
定
図
書
も
あ
り
ま
す
の
で
、こ
ち
ら

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。（
本
に
よ
っ
て
は
予
約

が
集
中
し
て
夏
休
み
中
に
貸
出
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。）

八

火

図

書

館
だ
よ
り

一般書 児童書

「花の闇」
（藤原　緋沙子）

「しごと場見学シリーズ」
（ぺりかん社）

「コーヒーがさめないうちに」
（川口　俊和）

「ペットボトル牛乳パックの
かんたん工作」

（まなぶっく）

「雑学の威力」
（やく　みつる）

「よみがえれアイボ」
（今西　乃子）

「総理」
（山口　敬之）

「体操ニッポンの新星　
  白井健二」

（本郷　陽二）

「ミストレス」
（篠田　節子）

「本当にこわい怪談99話」
（大西　暢夫）

「ひとり終活」
（小谷　みどり）

「アリとくらすむし」
（島田　たく）

「タスキメシ」
（額賀　澪）

「嫌な女」
（桂　望実）

子どもスポーツ教室（対象：年少～小３）
◆日　程：8月7日、28日（日）　 
◆時　間：10時～11時30分　
◆会　場：すぱーく竜北　
◆費　用：クラブ会員無料
　　　　  会員外500円

骨盤体操・ヨガ教室（対象：中学生以上）
◆日　程：8月6日、20日(土)　　 
◆時　間：骨盤体操9時30分～10時20分
　　　　　ヨガ10時30分～12時　
◆会　場：宮原福祉センター
　※会場が８月は変更になっています　
◆費　用：各教室　  1,000円
　　　　 セット割り1,700円

バドミントン
◆会　場：氷川中学校体育館　
◆時　間：19時30分～21時

カラオケ教室
◆会　場：文化センター

8月の教室変更情報

【お問い合わせ先】
氷川町文化センター内　ひかわスポーツクラブ事務所　
☎:52-5860　FAX:52-7060　齋藤・稲本

クラブの取組は公式facebookより　『ひかわスポーツクラブ』で検索

融和・健康・地域の元気づくり
※最新情報はひかわスポーツクラブで検索！
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け 便りん こ う
　血糖値、「症状がないからまだ大丈夫！」と思っていることはありませんか？
　血管を傷める要素である血圧も血糖もコレステロールも、実は自覚症状がでるのは、かなり高くなってからしか
出ません。気づいた時はすぐに治療が必要になっている場合や、大事な脳や心臓、腎臓は取り返しのつかないダ
メージに達していることも…。
　今回は「血糖」の状態について考えてみましょう！

糖尿病の自覚症状は？

【お問い合わせ先】 健康福祉課　健康センター　保健師　　☎52-7154（直通）

これから受診の方へ
期　   日： 8月20日（土）氷川町公民館　8月21日（日）・22日（月）健康センター
受付時間： 7時～10時　
※特定健診・胃がん検診・超音波検診をご希望の方は、朝食を抜いてお越しください

夏の住民健診のご案内

250 mg/dl以上
HbA1c9.4%以上
（JDS値）

インスリンがなくても糖が入る細胞
糖は水を呼ぶ性質から

糖は血液中の物質とくっつく性質が
あるため

細胞が傷む

脱水状態 ケトーシス 昏睡 生命維持の危機 死

インスリンが鍵

動脈硬化症

全
身
の
細
胞
に
影
響

は
血
液
検
査
で
わ
か
り
ま
す

細
小
血
管

眼

神
経

腎
臓

心
臓

脳

足

大
血
管

血
糖
値

これらの症状は、見逃されることが多く

糖尿病の方の3人に1人は

自分が糖尿病だと気づいていないと言われています

つぎの症状は

糖尿病の症状だと思いますか？

100mg/dl以上
HbA1c5.6%以上
（JDS値5.2％）

170mg/dl以上

糖

糖

尿に泡が立つ

水が飲みたい

おしっこ多量

甘いものを欲する

からだがだるい

のどが渇く 体重が減る

糖を薄めようと

エネルギーの材料不足

糖が細胞に入るには

尿に糖がでる

インスリンが
足りないと

糖にかわり
脂肪をエネルギーに

ケトン体が出る
（酸性物質）

•物が見えづらい
•ぼんやり見える
•胃の調子が悪い
•下痢と便秘をくり返す
•冷える、ほてる、異常に汗をかく
•疲れていないのに足がつる
•手足のしびれ
•足の感覚の違和感
•手足がむくむ
•尿に蛋白が出る
•胸痛
•ろれつが回らない、めまい
•物忘れ


